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少ない                        伝送できる情報                         多い 
回折する                     障害物に対する回折特性                       直進する 
（障害物に強い）                                                  （障害物に弱い） 
                           
          3kHz      30kHz     300kHz     3MHz      30MHz    300MHz     3GHz       30GHz       300GHz      3THz 
周波数（波長）  (100km)    (10km)     (1km)      (100m)     (100km)     (1m)        (10cm)       (1cm)       (1mm)       (0.1m)  
 
各周波数帯の通称 
 
 
船舶／航空機用ビーコン  標準電波                                  電波天文 衛星通信 
                                                   簡易無線 加入者無線アクセス 
 船舶通信    ＡＭラジオ 
 アマチュア無線 船舶／航空機用ビーコン                           放送番組中継 電波天文   衛星通信 
                                               衛星放送   無線ＬＡＮ  レーダ 
  国際短波放送 船舶／航空無線 アマチュア無線                       ＩＳＭ機器  無線アクセス・システム 
 
   ＦＭ放送   テレビ放送   防災行政無線                携帯電話    ＰＨＳ     タクシー無線 
   消防無線   列車無線    警察無線                  テレビ放送   防災行政無線  移動体衛星通信 
   航空管制通信 アマチュア無線 コードレス電話               警察無線    レーダ     アマチュア無線 
                                        パーソナル無線 無線ＬＡＮ   コードレス電話 
                                        ＩＳＭ機器   無線アクセス・システム 
 
図 国内の周波数帯区分と主な通信機器。電波法では周波数が 3000GHz（3THz）までの電磁波を電波として定義している。利用が集中し、混雑しているのは 300M～30GHz
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電離層反射により長距離まで届く 

混雑 混雑 
の帯域。特に混雑しているのが極超短波の UHF帯。IEEE802.11bの無線ＬＡＮや Bluetoothなどがここに含まれる。同域帯が混雑する理由は、コストや伝送速度などの点

で有利であり、かつ技術的に通信機器を作りやすい点にある。                         （日経 BYTE／2002年 7月号 p.88の図 11から作成） 


